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要　　旨

　本研究は，看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連要因を明らかにするために，先行研究の動向
を把握し，今後の課題を明確化することを目的とした．文献から得られた看護師の職務継続に関係するコミッ
トメントの関連要因を，上野（2005）が，看護師の組織コミットメントの概念分析から導いた先行因子・帰
結の関係を参考に分類した．その結果，職務継続に関係するコミットメントの関連要因は，情緒的コミットメ
ントと規範的コミットメントの関連要因が多かった．しかし，継続的コミットメントの関連要因は少ない状況
が明らかになった．
　看護師が活躍する場は拡大し多様化している．今後，看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連要
因に関する研究の課題として，看護師が所属する組織の特性や業務特性をとらえ，看護師の職務継続に関係す
るコミットメントの関連要因を明らかにするための研究を重ねていくことの必要性が課題であると考える．
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Ⅰ．はじめに

看護師の離職防止について，国の政策においても重
要課題である．2013 年病院における看護職員需給状況
調査（日本看護協会 , 2014）では，看護師の離職率は，
常勤職員 11.0％，新人職員 7.9％と，全体として低下傾
向であるが，病床規模別では，小規模病院ほど離職率が
高い．また，勤務場所別の看護師の離職率では，訪問看
護ステーション 15.0％（日本看護協会 , 2011），特別養

護老人ホームが 26.3％（日本看護協会 , 2014）と高い
傾向がみられる．看護職員の離職率が改善されない限り，
養成を促進しても需給状況を改善することは困難である
ことから，職務継続を支援することはきわめて重要な課
題である．　
看護師の職務継続については，仕事へのコミットメ

ントが影響していることが，多数の研究で報告されてい
る（島原 , 2008; 上野他 , 2005）．コミットメントとは，
個人が所属する組織につながりを作り，その場で能力を
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発揮し，組織に貢献しようとする気持ちが生じるもので
ある（グレッグ , 2005）． 
看護領域において，コミットメントが注目された理

由について，上野（2005）は，病院に所属している看
護師にとって，病院組織を自分の心のなかでどのように
位置づけしているのかが，看護師としての行動や離転職
に影響を与えることから注目されたと説明している．こ
のことから，看護師の離職防止など職務継続のためには，
看護師のコミットメントを高めることが重要であるとい
える．
看護師のコミットメントに関する研究については，

蓄積されつつある．なかでも，看護師のコミットメン
トの要因を明らかにするための量的研究では，Allen と
Meyer（1990）が開発した尺度を日本語版に翻訳した
3次元組織コミットメント尺度（高橋 , 1997）が多く
使用されている．さらに，Meyer ら（1993）が開発し
た職業コミットメント尺度を，竹内ら（2012）が日本
語版に翻訳したものや，2012 年に独立行政法人労働政
策研究・研修機構が開発したワークコミットメント尺度
も用いられている．これら先行研究において，コミット
メントの関連要因は，職務継続に関わる極めて重要な要
因であることが報告されている（撫養他 , 2014; 緒形他 , 
2013; 竹内他, 2012; 難波他, 2009; 島原他, 2009; 上野, 
2005）．
上野（2005）は，看護師における組織コミットメン

トの概念分析において，情動的コミットメント，継続的
コミットメント，規範的コミットメントの 3つの下位
概念を明らかにしている．さらに，これら下位概念と職
務継続意思の関連をみた結果，看護師の情動的コミット
メントが最も強ければ，職務継続意思が強いと考察して
いる．しかし，下位概念である継続的コミットメント，
規範的コミットメントと職務継続との関連要因である先
行因子については，十分に明らかされていではない状況
であった．
そこで，上野（2005）の概念分析から導かれた，看

護師の組織コミットメントの 3つの下位概念に沿って，
先行研究から，各コミットメントに先行する関連要因を
抽出し，帰結としての職務継続との関係をみることとし
た．このプロセスを通して，本研究では，看護師の職務
継続に関係するコミットメントの関連要因に関する研究
の動向と課題を明確化することを目的とした．

Ⅱ．研究目的

看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連
要因を明らかにするために，先行研究の動向を把握し，
今後の課題を明確化する．

Ⅲ．方法

1．文献の収集方法
1989 年から 2016 年までに発表された研究論文を，

医学中央雑誌（医中誌Web）を用いて，キーワードを
「看護師」and「コミットメント」として検索した．なお，
検索条件は，原著，総説とし，会議録は除外した．検索
年月日は，2017 年 1月 5日であった．
2．分析方法
看護師のコミットメントに関係する職務継続の関連

要因を明らかにするために，次の手順で文献を整理し，
内容を検討した．
1） 文献の全体像を明らかにするために，看護師のコミッ
トメントに関する文献数の年次推移および研究デザ
インを把握した．

2） 看護師のコミットメントの関連要因研究に関する関
連要因を分類し，看護師のコミットメントに関係す
る職務継続の関連要因に関する文献を抽出した．

3） 看護師のコミットメントに関係する職務継続の関連
要因に関する文献の，使用尺度と文献数，定義，尺
度とその開発者，尺度の下位概念と質問数，尺度の
信頼性・妥当性の検証，データの分析方法を整理した．

4） 看護師のコミットメントに関係する職務継続の関連
要因に関する文献での対象，研究目的，コミットメ
ントに関係する職務継続に関連する結果・考察を整
理した．なお，職務継続に関するコミットメントの
関連要因については，上野（2005）の組織コミット
メントの 3つの下位概念ごとの先行因子に分類した．

Ⅳ．結果

1．看護師のコミットメントについての研究の全体像
看護師のコミットメントについての文献は 51 件で

あった．2000 年以降に研究が行われ，2005 年以降に
研究数が増えていた（表 1）．
51 件の文献のうち，28 件が量的研究であり，質的

研究は 12件であった（表 2）．さらに，看護師のコミッ
トメントに関する量的研究 28件のうち，関連要因研究
は 24 件であった（表 3）．看護師のコミットメントの
関連要因研究に関する文献から，関連要因を分類した．
その結果，表 4の通り 11の要因に分類された．

2．看護師のコミットメントにおける職務継続の関連要
　因に関する文献の分析視点
関連要因を明らかにした先行研究を検索した結果，

看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連要因
に関する文献は 5件（以下，5文献）であった（表 5）．
5文献の使用尺度と文献数，定義，尺度とその開発者，
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尺度の下位概念と質問数，尺度の信頼性・妥当性の検証
を整理した結果を 表 6に示した．
コミットメントを測定する尺度については，3次元組

織コミットメント尺度（高橋 , 1997）が 4件であった．
また，職業コミットメント尺度（佐藤ら , 2015）の使
用は 1件であった．これら 2つの尺度は，信頼性 ･妥
当性について検証されている．
データの分析方法については，表 7の通りである．

多変量解析として，ロジスティック回帰分析と重回帰分
析は，ともに 2件であり，共分散分析としてパス解析
が 1件であった．全て，多変量解析を実施していた．
文献の対象，研究目的，コミットメントと職務継続

の関連に関する結果 ･考察については，表 8に示した．
研究対象は，一般病院に勤務する看護師が 2件，特

別養護老人ホームに勤務する看護師が 1件，新卒看護
師が 1件，救命救急センターに勤務する看護師が 1件
であった．5文献の職務継続の表記が，職業継続や離職
等さまざまであった．竹内ら（2012）は，看護職を継
続する意思を調査し，他の 4文献は，看護師として現
在の組織で就業を継続する意思を調査していた．
看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連

要因を明らかにするために，
文献から得られた関連要因を，上野（2005）が示し

た看護師の組織コミットメントの概念分析の先行因子と
帰結に分類した（図 1）．
なお，竹内ら（2012）の文献は，職業コミットメン

ト尺度を使用した研究であるが，組織コミットメント
尺度を使用した 4文献と同義であるとみなして分類し
た．同義とみなした理由は，職業コミットメント尺度の
3下位概念の内容が，組織コミットメント尺度の 3下位
概念の内容と共通しているからである．
また，難波ら（2009）の存続的コミットメントは継

続的コミットメントと同義であるとみなして分類した．
共通する先行因子には，個人特性（上野 , 2005），

教育（上野 , 2005; 竹内他 , 2012）在職期間（上野 , 
2005），組織特性（上野 , 2005）が分類できた．
情緒的要素の先行因子には，職務満足度（上野 , 

2005; 難波他 , 2009: 島原他 , 2009），相談できる上司
（難波他 , 2009: 島原他 , 2009），良好な人間関係（上
野 , 2005; 島原他 , 2009），他職種との連携体制（緒形 , 
2013），仕事上の経験（上野 , 2005）が分類できた．
継続的要素の先行因子には，代替組織の有無（上野 , 

2005），過去の投資の程度（上野 , 2005），勤務期間（難
波他 , 2009）が分類できた．
規範的要素の先行因子には，文化的背景（上野 , 

2005），組織内での教育・社会化（上野 , 2005），自己
の理想化（上野 , 2005），勤務期間（難波他 , 2009），
給料（難波他 , 2009），同僚の支援（難波他 , 2009），
病棟からの評価（難波他 , 2009）が分類できた．また，
撫養ら（2014）の，バーンアウトの予防については，
組織コミットメントの帰結である組織の構成員の健康お
よび安寧に分類できた．その理由は，バーンアウトの予
防を，バーンアウトを生じないことと解釈し，バーンア
ウトを生じないことは，構成員の健康および安寧に最も
近いと考えられたからである．

表1　本研究に関する文献数の年次推移

表2　看護師のコミットメントに関する文献の研究デザイン

表3　看護師のコミットメントに関する量的研究の分類

表4　看護師のコミットメントの関連要因研究に関する文献の
　　　関連要因の分類
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これらの結果，文献から得られた関連要因は，情緒
的要素と規範的要素の先行因子に多く分類できた．継続
的要素の先行因子に該当するものは乏しかった．

Ⅴ．考察

本研究の分析対象の 5文献は，2009 年以降に行われ
た研究であった．この背景には，2006 年診療報酬改定
により，病院における看護配置基準が引き上げられたこ
とが関係していたと考えられる．そのことに関連して，
看護師の離職を防止することが重要な課題になっていた
と考えられる．職務継続は，コミットメントの影響を受
けることが明らかになっている（上野他 , 2005）こと
から，看護師のコミットメントを高めることと職務継続
との関連についての研究がなされるようになったと考え
られる．
5文献から得られた看護師の職務継続に関係するコ

ミットメントの関連要因を，上野（2005）の看護師の
組織コミットメントの先行因子・帰結に基づき文献から
抽出した要因を分類したところ，情緒的要素の先行因子
と規範的要素の先行因子に最も多く分類できた．情緒的

要素の先行因子に分類した内容は，職務満足度，相談で
きる上司，良好な人間関係，他職種との連携体制，仕事
上の経験であった．働く場における人々の集まりでは，
その人々の間で，何らかの心理的あるいは機能的なつ
ながりを持つ（廣兼 , 1999）と，病棟で働く看護師が，
共通の目標に向かって話し合ったり，助け合ったりなど
の相互作用によって，一人ひとりの力が発揮されるよう
になり，職務継続につながることが推測できる．
職務満足が得られる職場において，相談できる上司

に恵まれることや，良好な人間関係は，看護師のコミッ
トメントを高め，職務継続に関連する重要な関連要因で
ある．コミットメントは，穏やかに形成され，安定した
ものである（上野 , 2005）ことから，人間関係を含め
た職場環境を整えることの組織として取り組みが必要で
ある．
規範的要素の先行因子に分類した内容は，文化的背

景，組織内での教育・社会化，自己の理想化，勤務期間，
給料，同僚からの支援，病棟からの評価であった．規範
的コミットメントは，組織への義務感や忠誠心であり（高
橋 , 1997），職務継続するためには重要な意味を持つと
考えられる．このことが，先行因子の一つである自己の
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理想化に近づくプロセスであると考えられる．自己の理
想化とは，組織の一員として，組織の目標に向けて，自
分自身がどのように勤務すべきかを考え実践することで
あると考えられ，このプロセスには，同僚からの支援や
病棟からの評価が関係しているといえる．
また，先行研究から，看護師の職務継続に関係する

コミットメントの関連要因を整理した結果，継続的コ
ミットメントの関連要因が少ないことがわかった．継続
的要素の先行因子に整理した内容は，代替組織の有無，
過去の投資の程度，勤務期間であった．継続的コミット
メントは，個人が組織を退出する際に回収不能な費用や
損失に基づく損得勘定である（高橋 , 1997）．看護師の
コミットメントは，継続的要素が少ないことが特徴であ
るといえるのか，更なる研究によって検証していく必要
がある．
看護師の職務継続には，情緒的・継続的・規範的コミッ

トメント全てが関係していることが，上野（2005）の
組織コミットメントの概念分析により明らかにされてい
る．今後は，情緒的・継続的・規範的コミットメント全
てが含まれる組織コミットメントを高めるために，それ
らに関連する要因を明らかにするために，更なる研究を
すすめていくことが課題であると考える．
  少子高齢化社会対策の一つとして，厚生労働省は在

宅医療の推進を図っている（厚生労働省 , 2012）．それ
に伴い，看護師が活躍する場は拡大している．在宅医療
においては，他職種連携のみならず地域の関係機関との
連携等，その業務内容は多様化している．看護師一人ひ
とりが，病院・施設に限らず，さまざまな場で，
自らが所属する組織にコミットメントし，看護の専

門性を発揮しながら職務継続できることが必要である．
そのためにも，看護師が所属する組織の特性や業務特性
をとらえ，看護師の職務継続に関係するコミットメント
の関連要因を明らかにしていく研究を重ねていくことが
課題であることが，本研究を通して明らかになった．

Ⅵ．結論

本研究において，看護師の職務継続に関係するコミッ
トメントの関連要因に関係する先行研究の動向と今後の
課題について，以下のことが示された．
1．看護師のコミットメントに関係する職務継続の関連
要因を明らかにするための先行研究は 5件であった．

2．看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連
要因を明らかにするための先行研究の多くは，2009
年以降に行われていた．この背景には，平成 18年度
診療報酬改定により，病院における看護配置基準が
引き上げられたことが関係していたと考えられる．

3．看護師の職務継続に関係するコミットメントの関連

要因を，上野（2005）が示した看護師の組織コミッ
トメントの先行因子（要因）と帰結に分類した．そ
の結果，情緒的コミットメントと規範的要素コミッ
トメントの関連要因が多くみられた．しかし，継続
的コミットメントの関連要因は少なかったことから，
更なる研究を通して，関連要因を明らかにする必要
がある．

4．看護師が活躍する場は拡大している．看護師が所属
する組織の特性や業務特性をとらえ，看護師の職務
継続に関係するコミットメントの関連要因を明らか
にするための研究を重ねていくことが課題である． 
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